
 
 

こんにちは。院長の遠藤です。 

「目には青葉 山ほととぎす 初鰹」と詠まれるように、目に映る景色・耳に届く音・舌で味

わうもの、全てが生命力に満ちた季節になりましたね。５月と聞くと、やはり青空を力強く 

泳ぐこいのぼりの印象が強いですが、食べるならばコイよりもカツオが美味しい時期です（笑）！ カツオは古く

から日本人に愛され、江戸時代には「勝魚（かつうお）」などと呼ばれ、とても縁起の良いものでした。特に初ガ

ツオは猫も杓子も飛びつくほどに人気があり、だからこそ驚くほど高価なものだったそうです。 

実はカツオは、縁起が良いだけではなく、歯にも良い魚です。歯周病の治療・予 

防に効果的な DHA・EPA などの不飽和脂肪酸の他、歯を強くするカルシウムや 

ビタミンＤも豊富に含まれています。現在では、カツオは手軽に購入できる魚で 

すが、昔より値段は下がっても栄養価は高いまま。美味しく食べることで、お口 

の健康も一緒に守ることができますよ！！そして、美味しいものを美味しく食べ 

るためには、健康なお口が必要ですね。楽しい食卓維持のためにも、ぜひ定期 

的に来院してくださいね。 



 
 

こんな話、皆さんも一度は 
どこかで聞いたことがあり 
ませんか？実際に、抜け 
た歯をコーラに浸しておく 
と、コーラの酸によってカ 
ルシウムなどが溶け出し 
てきます。しかし、ごくた 
まに飲むぐらいであれば、 
コーラの酸によって歯が 
溶けることはありません。 
なぜなら、お口の中には 
「だ液」という強い味方がいるからです。 

■コーラで歯がとける･･･？ 

 

■強い味方、「だ液」の機能 

●知っておいていただきたい注意点 

もし今までに「むし歯の治療をしたことがある」という方

には、ぜひ知っておいていただきたい注意点がありま

す。それは治療で製作した“つめもの”や“かぶせもの”

は「永遠に使えるものではない!!」ということです。 

“つめもの”や“かぶせもの”は、できるだけ隙間の無い

ようピッタリと作られ、接着剤を使ってしっかり固定しま

す。しかし、時間の経過とともに、“つめもの”や“かぶせ

もの”の形が変わったり、歯がすりへってしまったりしま

す。あるいは、隙間を埋めていた接着剤が少しずつ溶

け出すなど、さまざまな理由で「隙間」ができてしまうの

です。 

二次むし歯になってしまった場合は、“つめもの”や“か

ぶせもの”を取り外し、むし歯を除去して新しいものを作

らなくてはなりません。これは歯にとって大きなダメージ

です。こうした危険性を避けるためには、定期的な来院

によるチェックが必要不可欠。 

もし万が一、歯と“つめもの”や 

“かぶせもの”の間に隙間や段 

差ができたかなと感じたら、早 

めに来院してください。早期に 

発見できれば歯を削る量も少 

なくて済みますので、ぜひ日ご 

ろからのチェックをオススメします！ 

「だ液」にはいろいろな機能がありますが、その中
の一つに「酸を中和する」という重要な役目があり
ます。ですから、コーラなど酸性の飲み物や食べ物
を食べても、「だ液」の機能により、それだけで歯が
溶けることはめったにありません。 
しかし、油断は禁物！あまりに酸性の強いものを、
普段から習慣的に飲んだり食べたりしすぎると、 

●二次むし歯って？ 

●二次むし歯になってしまったら？ 

■歯を守るためには･･･ 

いずれにしても、酸性の強いもの、糖分の含まれる
ものを頻繁にたくさんとりすぎるのは、歯にとって良
いことではありません。歯を守るためには、「だ液」
の能力を超えないよう、間食はできるだけ避け、し
っかり歯を磨くことが大切です！！ 

「だ液」の中和能力を超えてしまい、「酸蝕症」とい
われる歯が溶ける病気になってしまいます。また
「酸」よりも注意が必要なのは、コーラに含まれる
「糖分」です。「糖分」はお口の中にいる「むし歯菌」
に作用しますから、これによって「むし歯」になって
しまうことの方がよっぽどリスクが高いといえます。 

たとえば、保険適用のプラスチックで製作した場合で 2

～3年、金属のかぶせものでも 2～5年ぐらいで劣化が

始まります。単に外れたり壊れただけなら、また製作す

ればよいので、歯へのダメージは最小限ですみます。

しかし、ここで皆さんに 

知っておいていただき 

たいのが、“つめもの” 

や“かぶせもの”をし 

たところから、「二次むし 

歯」という新たなむし歯 

を引き起こす危険性が 

高まることです。 

「二次むし歯」とは、一度治療をしたところが再びむし歯

になることをいいます。その原因はいくつかありますが、

その一つが、一度製作した“つめもの”や“かぶせもの”と 

  

歯の間に隙間ができてしまうこと。つまり、隙間ができ

ることでプラーク（歯垢）がたまりやすくなり、そこから

再びむし歯になってしまうのです。 



 
 

日ごろ色々な人と接していると、たまに「口の臭い」
が気になる方っていますよね。しかし、当の本人は
全く気付いていない場合も。このように、口臭があ
るのに自分では気付いていない症状を「他臭症」と
いいます。 
 
人間の嗅覚には「慣れ」というものがあり、たとえば
消毒液の臭いがする病院でも、しばらくいると、そ
の臭いが気にならなくなってきます。お口も鼻とつ
ながっていますから、自分の口に臭いがあっても、
それになかなか気付けないんですね。 
 
一方、「他臭症」とは反対に「自臭症」と呼ばれるも
のがあります。これは他人が気になるほどの口臭
ではないのに、自分だけが気になってしまう症状。
実は、歯科に「口臭相談」で訪れる方のおよそ 8 割
が「自臭症」だともいわれています。 

■「他臭症」と「自臭症」 ３. むし歯の放置 
４. 口の渇き＝だ液量の低下 
５. 磨きのこし 
などなど。また、「ストレス」や「内臓の不調」が口臭
の原因という場合も少なくありません。 
 
「他臭症」「自臭症」のいずれにしても、原因によっ
て対処法も変わってきます。多くの場合、うがい薬
やタブレットだけでは根本的な解決になりません。
まずは歯科医院で相談していただくのが一番で
す。（原因によっては他の診療科をご紹介すること
もあります。） 
 
 

 
■気になったら、ご相談下さい！ 

■口臭の原因と対処法 
こうした口臭の原因はさまざまですが、にんにくな
どの食べ物による場合を除くと、その原因は主に、
「お口にいる細菌の繁殖」が原因です。繁殖といっ
てもそのケースは様々で、たとえば、 
１. 舌に細菌＝舌苔（ぜったい）がこびりついている 
２. 歯周病の悪化 

「ちょっと恥ずかしい」 
という方もいるかもし 
れませんが、私たちは 
「お口のプロ」。日ごろ 
から口臭対策にも慣 
れていますから、まっ 
たく恥ずかしいことは 
ありません!!口臭の原 
因がなんらかの病気 
の場合もありますから、 
気になったら早めにご 
相談くださいね！ 



 
  

医院からのお知らせ 
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今回、「治療をしたらいつまでも安心？二次むし歯の

恐怖！！」では、一度治療をしたところが再びむし歯

になってしまう原因や対策について取り上げました。 

また、皆さんもどこかで聞いた事があるでしょうか。

「コーラで歯がとける？？」では、噂の真相について 

お答えしました。 

 

その他、「お口の臭い、大丈夫？？」の記事では「他

臭症」と「自臭症」について取り上げました。何か気に

なる記事やご質問などありましたら、お気軽にスタッ

フにお声掛け下さい。 

 

クロスワードパズルもありますので、是非やってみて

くださいね！ 
キッズクラブ 


